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【詳細】

●2月7日から陽性患者を受け入れ

●新館棟の１病棟（4C病棟）全体を新型コロナ対応病棟として開棟

新型コロナウイルス感染症患者受け入れ重点医療機関に指定

県内では最も多く陽性患者を受け入れ

医療資源が不足する北部・比企地域の救急医療を支える脳神経センター ―最先端の脳卒中治療を実施―
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病院の概要

病院の主な取組

新型コロナウイルス感染症対応

● 所在地 熊谷市板井 ● 病床数 ３４３床（一般病床２９２ 結核病床３０ 感染症病床２１）

● 主な診療科 呼吸器内科、循環器内科、脳神経外科

● 主な指定 第二種感染症指定医療機関 埼玉県急性期脳梗塞治療ネットワーク 基幹病院 結核指定医療機関

脳神経センター（H31.4開設）
24時間体制で外科治療、カテーテル治療実施可能になったことにより、県北地域の
脳卒中患者の受入体制を強化・拡大

循環器、呼吸器の疾病に関する高度専門医療を提供
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■ がんセンター

● 所在地 北足立郡伊奈町 ● 病床数 503床（一般病床）

● 主な診療科 消化器外科 血液内科 婦人科 泌尿器科

● 主な指定 都道府県がん診療連携拠点病院 がんゲノム医療拠点病院

病院の概要

病院の主な取組

通院治療センター

【概要】
・QOL重視の観点から需要が増大する日帰りの抗がん剤治療に対応

・全国的にも多い規模の60床で運用

【概要】
・令和元年9月19日、「がんゲノム医療拠点病院」に指定

・がんセンターで受診から治療までの全過程を院内で一貫して受けることが可能

低侵襲手術センター

がんゲノム医療センター
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【概要】

・患者さんへの負担が少ない手術の新規導入及び安全な実施を目的に設置

・体腔鏡下手術、ロボット支援手術など侵襲の少ない手術を積極的に実施

県の中核的がん専門医療機関として、高度で先進的ながん医療を提供
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■ 小児医療センター

● 所在地 さいたま市中央区新都心 ● 病床数 316床（一般病床）

● 主な診療科 新生児科(NICU) 集中治療科(PICU) 小児外科

● 主な指定 小児がん拠点病院 小児救命救急センター 総合周産期母子医療センター 災害拠点病院

病院の概要

病院の主な取組

小児救命救急センター

【概要】
・全ての小児重篤救急患者を24時間体制で受入れ

・高度救命救急医療センターであるさいたま赤十字病院との連携

【概要】
・隣接するさいたま赤十字病院と連携し、小児生体肝移植を実施
・連結する二施設間での臓器移植医療は国内初の取り組み

総合周産期母子医療センター

高度医療の推進

【概要】
・さいたま赤十字と一体でリスクの高い妊産婦や新生児を24時間体制で受入れ

・低出生体重児や重度の疾患を持つ新生児に手厚い治療を実施
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小児専門病院として新生児に対する高度医療や

一般医療機関では対応困難な小児の疾患の診療を行う3次医療を担う
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■ 精神医療センター
民間医療機関では対応困難な精神疾患患者に対し、
高度専門精神科医療を提供

令和2年度における県立病院の展開
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【詳細】
●国立保健医療科学院及び税務大学校にDPATを派遣
●精神科医療を要する陽性患者の受け入れ

DPAT派遣

陽性患者の受け入れ

●県内全域の精神科救急患者、依存症患者、児童思春期精神科患者、

●災害発生後48時間以内に被災地域に赴いて活動を行うDPAT先遣隊を設置
※DPATとは
国の要請に基づき、大規模災害等の後に被災者及び支援者に対して精神科医療
及び精神保健活動の支援を行う専門的な精神医療チーム

医療観察法対象者等に対し、多職種チームによる高度専門精神科医療を提供

DPAT活動拠点本部

県内全域を対象とした高度専門精神科医療・政策医療の提供

災害派遣精神医療チーム（DPAT）

病院の概要

病院の主な取組

新型コロナウイルス感染症対応

● 所在地 北足立郡伊奈町 ● 病床数 183床（精神病床）

● 主な診療科 精神科 児童・思春期精神科

● 主な指定 埼玉県精神科救急医療体制整備事業常時対応施設 医療観察法指定入院・指定通院医療機関

埼玉県依存症治療拠点機関


